
平成１９年度から毎年４月に実施されております「全国学力・学習状況調査」は、今年

度は４年ぶりに全小・中学校が対象となり、４月２４日（水）に実施しました。各校は、

児童生徒の学力を把握するとともに全体的な課題を分析し、指導改善に生かしています。

萩市教育委員会としましても、萩市全体の傾向や課題を下記のように分析し、今後適切

な支援をしていきたいと考えています。

◆萩市としての傾向
１ 小学校 【国語】 ○ 良好 ● 課題

【算数】 ○ 良好 ● 課題

●問題例２（算数B）

平成２５年度 全国学力学習状況調査の結果について
萩市教育委員会 平成２５年１１月７日

○ 漢字を正しく読んだり書いたりすること。

○ 広告を読み、編集の特徴を捉えること。

○ 相手の立場や状況を感じ取って聞くこと。

● 文の定義を理解すること。

● 話し手の意図を捉えながら聞き、適切に助言すること。

● 文と文の意味のつながりを考えながら、接続語を使って内容を分けて書くこと。

● 目的や意図に応じ、複数の内容を関係付けながら自分の考えを具体的に書くこと。

→ 問題例１（国語Ｂ）

○ 同分母の分数の加法の計算をすること。

○ 割合が１００％を越えるとき、基準量と比較量の大きさの関係を理解すること。

○ 示された情報から二つの要素の意味を解釈し、ものの位置を特定すること。

● 小数第２位までの加法の計算をすること。

● １ a（１アール）の面積と等しい正方形の一辺の長さを理解すること。
● 台形の面積の求め方を理解すること。

● 表から数値を適切に取り出して、二つの数量の関係が比例の関係では無いことを記述

すること。 → 問題例２（算数Ｂ）

（解答例）
ふりこの長さが 25cm から 50cm と２倍に変わったとき、10 往復する時
間は 10秒から 14秒で、２倍になっていないからです。

●問題例１（国語B）

（
解
答
例
）

現
在
で
は
、
型
物
の
開
発
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
中
間
色
も
使
っ
た
カ
ラ
フ
ル
な
花
火
を
作
っ
た
り
、
音

楽
に
合
わ
せ
て
打
ち
上
げ
た
り
し
て
い
ま
す
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す
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２ 中学校 【国語】 ○ 良好 ● 課題

【数学】 ○ 良好 ● 課題

◆ 実際の問題例
○問題例１（国語Ａ）

○ 文脈の中における語句の意味を理解すること。

○ 文章の展開に即して内容を捉えること。

○ 表現の仕方に注意して読み、その効果を考えること。

● 文の意味を考えて適切な語句を選択すること。

● 比喩を用いた表現について理解すること。→ 問題例１（国語Ａ）

● 図と文章との関係を捉えること。

● 課題を決め、それに応じた情報の収集方法を考えること。

● 漢字の特徴を捉えて、自分の考えを具体的に書くことができる。

→ 問題例２（国語Ｂ）

○ 与えられた図形の拡大図を書くこと。

○ 与えられた一次関数の式について、ｘの値に対応するｙの値を求めること。

○ 与えられた表から必要な情報を適切に選択し、処理すること。

● 数量の関係や法則などを文字式で表すこと。

● 与えられたヒストグラムについて、ある階級の相対度数を求めること。

● 事象を理想化・単純化して、言葉で表現された事柄の数学的な意味を的確に

捉え、他の事象との関連を考えること。→ 問題例３（数学Ｂ）

（答え）

さくら

線
部
「
か
す
み
か

雲
か
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と
あ
り
ま
す
が
、

こ
こ
で
「
か
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み
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よ
う
に
見
え
た

も
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は
何
で
す
か
。
本
文
中
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ら
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し
、
抜
き
出

し
な
さ
い
。

●問題例２（国語B） ●問題例３(数学Ｂ)

（１）優子さんは、まず自分の目標心拍
数を計算してみることにしました。優
子さんは１５歳です。安静心拍数を求
めたら８０でした。優子さんの目標心
拍数を求めなさい。

（答え） １３０
（解答例）
「厚」と「熱」は、訓読みは同じだが、意味
の異なる漢字である。二つの漢字を間違えず
に使うためには、それぞれの漢字を使った熟
語を辞書で複数調べ、意味を確認しながら学
習するとよい。

(２)優子さんのお父さんとお母さんは、二
人とも４５歳です。ある日の二人の安静
時心拍数を求めたら、その差は１０でし
た。このとき、二人の目標心拍数の差を
求めなさい。

（答え） ６数学 B【問題例３ 続き】
（３）優子さんは、年齢が高くなると目標心拍数がどう
変わるかを調べてみたいと思い、安静心拍数が年齢によ
らず一定であるとして考えてみました。このように考え
ると、目標心拍数は年齢とともに変わることになります。
この代わり方について、下のア、イの中から正しいもの
を１つ選びなさい。また、それが正しいことの理由を、
前ページの目標心拍数を求める式をもとに説明しなさ
い。
ア 年齢が高くなると、目標心拍数は大きくなる。
イ 年齢が高くなると、目標心拍数は小さくなる。

（解答例）イ 安静時心拍数が年

齢によらず一定なので、年齢をｘ、

目標心拍数をｙとしたとき、ｙは

ｘの一次関数であり、ｘの係数が

負であるから、年齢が高くなると、

目標心拍数はいつも小さくなる。


